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ばれ先生と一緒に本を読み，読んだ本を家に持ち帰り，家で音読して持ち帰るというものであっ
た。初期のころは学校で習ったつづりと音のルールを単語レベルで確認するよい練習になったし，
今は新しい単語や表現を身につけるのにとても役立っている。初めは文字を追うので精いっぱい
だったものが，すらすら読めるようになり，気に入ったフレーズを暗記し，内容を楽しめるまで
になった。絵本の中では，ことばを繰り返し目で見て口に出して何度も楽しむことができるのが
良いのだろう。テレビ番組に字幕を表示させる機能も長女のお気に入りだ。番組を耳で聞きなが
ら字幕を追って，文字でも内容を確認できるからだ。「ママ，今○○って聞こえたんだけど，書い
てあったのは違ってた。また出てくるかもしれないから，一緒に見てて。」なんて頼まれることも
多々あった。
英語の上達に大きく関与したと感じるもう一つの要因は，日本人以外に仲の良い友だちができ
たことである。それまでは個人面談で担任教師に指摘されたように日本語が通じる相手と遊ぶこ
とが多かった。しかし英語が共通言語の仲の良い友だちができたことで，「ことばが通じるから
一緒に遊ぶ友だち」から，趣味や興味が近い「一緒に遊びたいと思う友だち」と遊ぶようになっ
た。「伝えたい，繋がりたい」という気持ちがコミュニケーションの手段としての英語と結びつき
機能し始めたようだった。大好きな友だちともっと遊びたい，繋がりたいという思いは「ママ，
今日 G（友だちの名前）とアフタースクールに遊ぶ約束してきちゃったからね。あとはママたち
で曜日とか時間とか決めちゃって。ちゃんと連絡してよ。今すぐ。ね，ね。」と行動に移す原動
力にもなった。こうして実現した Gちゃんとの放課後デートで，初めて生き生きと英語でコミュ
ニケーションをとる長女の姿を目にした。人と繋がりたいという思いの偉大さを感じた瞬間だっ
た。
3.「繋がり」から広がる世界
長女の「人と繋がりたい」という思いがことばの上達に貢献したように，「人と繋がりたい」と
いう思いは生きる上での活力にもなる。冒頭で「家族以外と話してないな…。」と孤独感を語って
いたように，私は当初，人との繋がりに飢えていた。乳児を連れての外出に心のハードルが上が
りなかなか外の世界との繋がりを持てずにいた。しかし，「図書館で小さい子供向けのプログラム
があるよ。」と知り合いから情報を得て，Sing  Alongというみんなで手遊び歌を歌うプログラム
に参加するようになった。すると，そこで知り合った人（多くの場合，日本人であるが）から，
「今度，こんなイベントがあるよ」「ここにこんなグループがあるよ」「食材の宅配サービスがあ
るよ」などいろいろな情報を得たり，情報を交換したりするようになった。人との繋がりからい
ろいろな情報に繋がることができた。その中で，図書館で無料の英語クラスがあることがわかっ
た。子連れで参加させてもらえるか不安ではあったが行ってみたところ，子連れで参加すること
ができた。無料の公開クラスなので，生徒は毎回入れ替わりがあるが，継続して参加している人
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とは顔見知りになり，仲良くなり，よく話すようになった。英語で話す知り合いができると，「今
度，こんなことを聞いてみよう。話してみよう。」と日々の生活のなかで話題を探したり，英語で
どう表現したらいいのか考えたりするようになった。家族や日本人以外の人と繋がりを持てたこ
とで，私はアメリカで生活しているという実感を持てるようになった。
一度，外の世界との繋がりを持つと，そこからたくさんの人や情報に繋がることができる。し
かし，一番初めの繋がりのきっかけを持つことがなんと難しいことか，今回それを身をもって経
験した。日本で暮らす外国人の中にも，せっかくいろいろな情報があるのに，その情報に繋がる
ことができずに孤立している人も少なくないのだろうと，外の世界との繋がりを持てずに孤立し
ている人の存在に思いを馳せた。そして「情報弱者」である彼らが，彼らが必要とする，また
は，彼らにとって有益であろう情報にどう繋がることができるのか，またはどう繋げることでき
るのか考えずにはいられなくなった。アメリカでの生活は，子どもたちのことばの習得だけでな
く「移動する子ども」と共にある家族の生活や思いについても考えるよい機会となった。
